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阿寒湖（阿寒国立公園）

資料１





ＩＮＤＥＸ 釧路市の

あらまし

ＤＭＯ

計画と課題

規制改革

に関する

要望

それ以外の

今後の取組

支援要望釧路市の

観光立国戦略



釧路市の観光立国戦略

釧路市のあらまし

・人口：176,221人（平成２８年２月末現在）

・面積：1,362.75km2
（参考 香川県 1,876.72km2）

・二つの国立公園「釧路湿原」「阿寒」

・二つの特別天然記念物「タンチョウ」
「阿寒湖のマリモ」

・たんちょう釧路空港、釧路港、釧路駅、
道東道阿寒ＩＣなどの交通の要所

・東北海道の中核・拠点都市



釧路市の観光立国戦略

釧路市のあらまし
釧路⇔札幌＝東京⇔名古屋

348.5㎞



釧路市の観光立国戦略

釧路市のあらまし

釧路－東京

１時間３０分

釧路市街－阿寒湖温泉

１時間３０分



釧路市の観光立国戦略

釧路市のあらまし
・平成１７年、合併により釧路市誕生。

・平成１８年度、平成２８年までを計画
期間とする「釧路市観光振興ビジョ
ン」策定。

以降、観光を市のリーディング産業と
する観光地域づくりを推進。

・平成２８年度、あらたな「釧路市観光
振興ビジョン」策定予定。



釧路市の観光立国戦略

釧路市のあらまし

・平成２２年、釧路市と弟子屈町をエリ
アとする「釧路湿原・阿寒・摩周観光
圏」認定。

同２７年「水のカムイ観光圏」認定

・平成２７年、釧路市を含む広域観光周
遊ルート「アジアの宝 悠久の自然美
への道ひがし 北・海・道」認定



釧路市の観光立国戦略

釧路市のあらまし～水のカムイ観光圏

美しい霧や高い透明
度で有名な「摩周湖」、
世界でも希少なマリモ
とフロストフラワーの
「阿寒湖」、わが国最
初のラムサール条約登
録湿地でカヌーなどエ
コツーリズムを楽しめ
る「釧路湿原」など
「水のカムイ（神）」
によってもたらされた
雄大で多様な自然、そ
の自然と共生してきた
歴史文化を、来訪者の
方々にもより深く触れ、
五感で体感していただ
くことをコンセプトと
する釧路市と弟子屈町
をエリアとする国土交
通大臣認定の観光圏



釧路市の観光立国戦略

釧路市のあらまし～広域観光周遊ルート

平成２７年、国土交
通大臣認定の広域観光
周遊ルート（訪日を強
く動機づける骨太な
「観光動線」を形成し、
海外へ積極的に発信す
る第二のゴールデン
ルート）。

「 アジアの宝 悠久
の自然美への道ひがし
北・海・道 」は、世界
に誇るミシュラング
リーンガイドジャポン
で三つ星として掲載さ
れた阿寒湖、摩周湖、
知床を結ぶ「ひがし北
海道３つ星街道」と
「北海道ガーデン街
道」などで自然美を堪
能するルート。



釧路市の観光立国戦略

釧路市の

ＤＭＯ
地域内の多様な連携によって

「住んでよし訪れてよし」の観
光地域づくりや、マーケティン
グに基づく戦略策定、マネジメ
ント等の取組実績を活かした日
本版ＤＭＯを形成。

具体的には、阿寒地区の「地
域ＤＭＯ」候補である阿寒観光
協会まちづくり推進機構などの
複数の地域ＤＭＯと、「地域連
携ＤＭＯ」候補の釧路観光コン
ベンション協会が有機的に連携
し「観光地経営の視点を持った
観光地域づくり」を推進。



釧路市の観光立国戦略

釧路市のＤＭＯ～地域ＤＭＯ①
地域ＤＭＯ：阿寒観光協会まちづくり推進機構

・観光まちづくり組織として、阿寒湖温泉地区で
１０年以上観光まちづくりに取り組む。

・地域連携ＤＭＯ候補である釧路観光コンベン
ション協会とは５年以上の連携。

・平成２７年４月より、あらたに入湯税の超過課
税分を財源とする観光振興臨時基金を活用した
観光地域づくりに取組む。

・４月１０日を提出期限とする日本版ＤＭＯ候補
法人の第３弾登録へ申請書提出予定。



釧路市の観光立国戦略

釧路市のＤＭＯ地域ＤＭＯ②＋地域連携ＤＭＯ

地域連携ＤＭＯ：釧路観光コンベンション協会

・広大な面積を有する地域性から、市域を２つの
エリアに区分。

釧路市街における地域ＤＭＯの役割を担いつつ、
観光圏としての地域連携ＤＭＯ候補として登録
を予定。

・平成２７年より「水のカムイ観光圏観光地域づ
くりプラットフォーム」としても活動。

・４月１０日を提出期限とする日本版ＤＭＯ候補
法人の第３弾登録へ申請書提出予定。



釧路市の観光立国戦略

釧路市のＤＭＯ～課題
地域・地域連携ＤＭＯ共通課題

・通常のＤＭＯの基準を充たすことは十分
に可能であるが「観光立国ショーケース
ＤＭＯ」に相応しい機能等を充たすには
人材やスキル等が十分とはいえない。

→地域おける観光人材育成への

支援をお願いしたい



釧路市の観光立国戦略

釧路市の規制改革要望

・国立公園における「商業利用の自由度拡
大」

・消費税免税店制度における「一般物品と
消耗品の統合」や「指定包装の中止」

・自然体験ガイド事業者による自家用車送
迎

・貸切バス新運賃制度の弾力的な運用など



目標指標達成に向けた基本スキーム

目標指標（H32）

訪日外国人延べ
宿泊客数２７万人

旅行消費額２千円増

来訪者満足度向上

リピーター率向上

滞在客の増

亜＜欧米豪

滞在日数延伸
×

人数増

自 然

文 化

食

マーケティング
プロモーション

サービス
・2日以上を有する

滞在プログラム など

しつらえ
・景観形成＆空間整備
・免税店
・交通ネットワーク など

周遊客の増

亜＞欧米豪

滞在時間延伸
×

人数増

２０２０年、日本版ＤＭＯのマーケティングに基づく戦略によって、ここだけにしか存在しない“自然”と“自然共生

思想”との一体的体感空間でのプレミアムプログラムで、欧米圏セレブ市場の獲得に成功し、次なるフェーズで

あるセレブ達の口コミ効果などによるアジア圏富裕層獲得の取組みを開始させるなど、さらなる高みをめざして

います。

規制改革



釧路市の取組・支援要望①自然
「世界最高峰最先端のユニバーサル・ナショナルパーク」

世界からの旅行者が長期滞在する国立公園となるために

・「国立公園満喫プロジェクト」（環境省）の対象となり、保護と利用促進が両立する
モデル国立公園を目指す

・外国人にも障がい者にもやさしいハード＆ソフト両面が完全ユニバーサルデザイン化され
た遊歩道や散策路、園地の整備

※完全ユニバーサルデザイン化～バリアフリー化、多言語対応、最新式トイレなど

・世界一美しい散歩道「ミルフォード・トラック」と比肩する「世界最高峰の遊歩道」整備

※世界最高峰の遊歩道～「ボッケ－滝口遊歩道」や新たな遊歩道整備、国立公園横断ロングトレイル整備など

・世界のナショナルパークにふさわしい個性的なまちなみ景観と空間一体的整備など、多様
なゲストに対応するしつらえの整備、アクティビティの充実

※真の富裕層を対象としたラグジュアリー対応、外食機能や、多様なアクティビティ・サービスの提供
機能と各種整備、保健・医療や温泉などのヘルスツーリズム機能、温泉街景観や歩道等の整備による
外国人にも障がい者にも長期滞在を可能とする「しつらえ」の整備

・外国人にも障がい者にもやさしい生活空間整備

※障がい者によるチャレンジショップなどハード＆ソフト両面の整備等による多様な就労の受入環境整備によっ
て、長期滞在機能整備・強化とともに空き店舗対策推進など

・ユニバーサルデザインや最先端環境テクノロジー等のショーケース化

※再生エネルギー活用や野生鳥獣保護のための無電柱化、電気自動車など最先端環境テクノロジー等

の実証展示



釧路市の取組・支援要望①自然
「世界最高峰最先端のユニバーサル・ナショナルパーク」

イメージ



釧路市の取組・支援要望②文化
「世界唯一の自然と共生する歴史文化交流ゾーン」

世界からの旅行者が長期滞在する文化交流拠点となるために

・世界唯一の「アイヌアートミュージアム」の整備
※「国立アイヌアートミュージアム」を拠点として整備することにより、木彫や刺繍などのアイヌアート作品の

収集をはじめ、外国人にも障がい者にもやさしい解説の導入、キュレーター等による文化発信やミュージア
ムガイドツアー催行、次世代アーティスト育成プログラムなどを展開。

※白老町の民族共生の象徴空間などとの広域連携によるアイヌ文化周遊ルート創設などカルチャー・ツーリズム
を世界に向けて発信。

・世界唯一の「アイヌユーカラ劇」など舞台芸術作品の創造
※わが国唯一のアイヌ古式舞踊専用劇場「阿寒湖アイヌシアターイコロ」における外国人にも障がい者にもやさ

しい解説の導入や、ユーカラ劇等の新作制作、アイヌ古式舞踊の舞台芸術性強化、次世代の育成など

・北海道最大のアイヌコタン「阿寒湖アイヌコタン」における自然と共生する歴
史文化交流のテーマパーク整備

※「阿寒湖アイヌコタン」「国立アイヌアートミュージアム」「阿寒湖アイヌシアターイコロ」を中核とする景
観形成や園地化、アート作品の屋外展示などの歴史文化交流ゾーン整備を推進。

・オリンピック・パラリンピック文化プログラム「文化力プロジェクト（仮

称）」の認定を受け、国内外へアイヌ文化を強力に発信



釧路市の取組・支援要望②文化
「世界唯一の自然と共生する歴史文化交流ゾーン」

イメージ



釧路市の取組・支援要望③食
世界に誇る食と食文化の宝庫＋美しい自然

＝「食と農の景勝地」（農林水産省）にも立候補したい

世界からの旅行者が長期滞在するグルメタウンとなるために

・炉端焼き発祥の地・釧路ならではの「ＲＯＢＡＴＡ」文化の発信
※水産都市くしろならではの炉端文化を外国人にやさしく伝えるとともに海外へ情報発信など

・日本唯一の稼働炭鉱「釧路コールマイン」の坑道で熟成させた地酒「海底力」
※わが国唯一の稼働炭鉱の海底坑道で貯蔵された地酒と、これにまつわる炭鉱の歴史文化を外国人にやさしく

伝えるとともに海外へ情報発信など

・釧路発祥「勝手丼」の発信
※水産都市くしろならではの旅行者おもてなし文化「勝手丼」を外国人にやさしく伝えるとともに海外へ情報

発信など

イメージ



釧路市の取組・支援要望④交通
「世界との懸け橋“陸・海・空”交通ネットワーク整備」

世界からの旅行者の玄関口を整えるために

・たんちょう釧路空港の民営化・バンドリング参加へ
※ＩＬＳカテゴリーⅡの運用も可能となる空港整備

※ＬＣＣ誘致等による航空ネットワーク強化

※国際線ターミナル整備等の空港機能の強化、インセンティブ等の誘致施策の展開など

・バイオカートの導入で、世界一速いパスポートコントロールを目指す

・釧路港の国際化対応～クルーズ船寄港受入環境の充実強化～
※大型旅客船（15万トン級）対応岸壁の施設整備など

・「地方創生回廊」実現へ道東自動車道と地域高規格道路等の早期整備
※北海道新幹線札幌延伸の早期実現、空港民営化バンドリングでアクセスを高め、道東自動車道などの

整備を徹底し、「地方創生回廊」の実現を目指す！

※道東自動車道釧路空港IC（仮称）の整備

※道路整備とともに、安心安全と野生鳥獣保護を目的とした無電柱化整備など

・ＪＲ車両整備更新等促進施策の整備拡充など
※インバウンド利用率の高いＪＲにおける老朽化車両の整備更新や機能強化、新たな観光列車の導入等（特急、

ＳＬ、ノロッコ）、拠点駅の国際化対応整備促進施策の新設・拡充等など

※車両内や、バスロケーションアプリサービス支援としてバス停におけるＷｉ－Ｆｉ整備 など



釧路市の取組・支援要望⑤環境整備
「世界最高峰最先端のユニバーサル＆

ストレスフリーモデルエリア整備」
世界からの旅行者が長期滞在する安心安全快適な観光地域となるために

・都市型観光地域モデル「釧路市街」エリア整備
※外国人にも障がい者にもやさしいハード＆ソフト両面が完全ユニバーサルデザイン化

※さらに、最新式のトイレをはじめ、Ｗｉ－Ｆｉ整備やサイン類の多言語対応、両替対応などストレスフリーの
フル装備を行い、他のモデルとなるストレスフリーエリアを創出

※真の富裕層を対象としたラグジュアリー対応、外食機能や、多様なアクティビティ・サービスの提供機能と各
種整備、保健・医療や温泉などのヘルスツーリズム機能、温泉街景観や歩道等の整備による外国人にも障が
い者にも長期滞在を可能とする「しつらえ」の整備など

※外国発行のカードが使えるＡＴＭ整備

・温泉観光地型観光地域モデル「阿寒湖温泉」エリア整備
※都市型観光地域モデル「釧路市街」エリア整備と同様

・ユニバーサルデザインや最先端環境テクノロジー等のショーケース化
※ユニバーサルデザインや、再生エネルギー活用などの最先端環境テクノロジー、最新ＩＣＴ等によるストレス

フリー環境整備等の実証展示など



釧路市の観光立国戦略

釧路市の取組・支援要望⑥施策創設等

「一元集約集中的な支援施策創設と省庁毎のワンストップ

窓口の創設」

平成２９年度以降の予算要求において、観光立

国ショーケース向けのパッケージ化された一元集

約集中的な施策の創設と、施策実施にあたっての

省庁毎のワンストップ窓口の創設などをお願いし

たい。



釧路市の観光立国戦略

釧路市の取組・支援要望⑦位置づけ

「観光立国ショーケース目標指標の国家目標指標化」

観光立国ショーケース３選定市の目標指標を、わが

国の観光立国戦略の目標指標に位置付けるなど、観光

立国ショーケース３選定市を観光立国政策上において

明確に位置づけいただきたい。

その上で、重厚かつ強力な施策推進をお願いしたい。



釧路川（釧路湿原国立公園）
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